
鶴見小 学校再開安心対策一覧 5/25 

鶴見小学校では、児童が健康に、そして安心して学校で過ごすことが 

できるよう、以下のようなことに取り組みます。 

 

○健康観察の徹底 

 ・職員の健康観察を徹底します。 

 ・出勤時は職員室入室時に、検温、アルコール消毒を行っています。 

・各ご家庭では検温、健康観察を徹底していただきます。 

・登校後体調が悪くなり、発熱がある場合は、お迎えに来ていただきます。また、その場合

は万が一に備え、保健室とは別室で休みます。 

 

○マスクの着用 

 ・職員は、校内では常時マスクを着用します。 

 ・児童は、体育など激しい運動時を除き、常時マスクを着用します。 

 

○換気 

 ・教室は常時換気を行います。（窓やドアの開放、難しい場合は 2方向の開放） 

 ・冷房使用時も同様です。 

 ・そのため、通常より寒かったり、暑かったりすることが考えられます。気温にあった服装

をお願いします。 

 

○手洗い 

 ・基本は石鹸による手洗いを指導します。アルコールも必要に応じて併用します。 

 ・登校初日に、手洗いは、最低限、次のタイミングで行うよう指導します。 

  ①外から教室に入るとき ②せきやくしゃみ、鼻をかんだとき ③給食の前後 

 ④掃除の後 ⑤トイレの後 ⑥みんなで使うものを使う前後 

これらのタイミング以外でも必要に応じて手を洗うよう指導します。 

 ・手洗いのポイントを指導します。 

  ①手のひら ②手の甲 ③指先 ④つめ ⑤指の間 ⑥親指の付け根 ⑦手首 

  これらのポイントをおさえ、「あわあわ手あらいのうた」に合わせて指導し、手洗いの方法

を流し場にも掲示します。 

  WEBでも見ることができます。ぜひご家庭でもご活用ください。 

 ・ハンカチやタオルは自分ものを使い、貸し借りをしないよう指導します。ハンカチは毎日

必ず清潔なものを持たせてください。 

 ・共用の用具を使用する際は、児童の手をアルコールで消毒することがあります。 

 ・アレルギー等でアルコールを使用できない児童は、健康観察票のチェック欄で申告してい

ただきます。2年生以上は使用時に自己申告、1年生は名札にシールを貼ります。 

 

 

 

 

PTA から、子どもたちが安心して過ごすことができるように、ということで 

・アルコール ・非接触体温計 ・ペーパータオル  を購入していただきました。 

ありがとうございました。 

 



 

○消毒 

 ・複数の児童がさわるもの（ドアノブ、スイッチ、手すり、蛇口、机など）は次亜塩素酸ナ

トリウムで毎日消毒を行います。 

 ・職員室内でも共有するもの（電話、コピー機、スイッチ、ドアノブなど）は消毒を行いま

す。 

○密集回避 

 ・6 月 1 日からの分散登校時は、着席するときの児童と児童の間を

１ｍ以上あけ、前後左右には座らないようにします。 

・整列時など密集が予想される場面では、一人ひとりの間隔をあけ、

テープを貼るなど、視覚支援を併用しながら指導します。 

・分散登校中は、休み時間の校庭での密集を避けるため、15 分休み

を 2 学年ごとにずらして設定します。（15 分休みの設定は午前の

部のみ） 

・当面の間、職員室内の密集を避けるため、教室等を使用した校内分散勤務を取り入れます。 

 

○コロナウイルスに対する不安への対応 

 ・登校初日に、クラスで「コロナウイルスとは何か」ということについて学習し、感染を防

ぐためにも正しい生活習慣（手洗いうがい、規則正しい生活）が大切であることを指導し

ます。 

 ・児童一人ひとりと話し、不安な気持ちに寄り添います。 

 

○子どもたちの関係づくり 

 ・「つるみっ子スタートプログラム」を策定し、特別活動的な視点から子ども同士の関係づく

りに有効な取組を全クラス行います。 

 （例）子どもたちの自己紹介を動画で取り、前後半のチームで見合う。 

    自分を文字、漢字、絵などで表し、なぜそれを選んだのかを他の子どもたちが考える。 

     

 ・「つるみっ子全校チャレンジ」を行い、全員で力をあわせて作品ができたということを子ど

もたちに伝えます。 

 

○登校・学習への不安に寄り添う 

 ・長期間学校が休業していたことによる登校への不安、学習への不安に寄り添うため、 

  前半４日間(６/1～6/4)は子どもたちが「学校生活に慣れること」 

  後半６日間(6/5～6/12)：休校中の「学習状況の確認や補充」に重点をおいて指導します。 

 ・普段は 45分の授業時間ですが、分散登校の間は 1単位時間を 30分で区切るなど、柔軟

に設定します。 

 

○体力低下への対応 

・分散登校時も 15分休みを取り、校庭で遊ぶ機会を確保します。 

 ・密集や、物を介しての感染を避けるため、鉄棒以外の遊具や用具を使うことは当面はでき

ませんが、方法を工夫しながら安全に体力向上に取り組めるようにしていきます。 


